
令和5年度
藤井ハイムやみぞ

家族会
日時：令和5年11月18日（土） 9:00～
場所：養護老人ホーム藤井ハイムやみぞ
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やみぞにおける
入所者状況について



福島県内における高齢化割合
 (令和5年8月1日現在 「福島県の推計人口より」 福島県企画調整部統計課によるデータより引用)

高齢化率の高い市町村 高齢化率の低い市町村

順位 市町村名 高齢者の割合 高齢者の数 人口 順位 市町村名 高齢者の割合 高齢者の数 人口

1 金山町 61.4 １，０５８ 1,725  1 西郷村 26.6 5,474 20,998

2 三島村 55.6 722 1,298  2 郡山市 28.5 89,329 321,938

3 昭和村 55.5 641 1,155  3 大玉村 28.6 2,530 8,879

4 川内村 53.9 953 1,839  4 鏡石町 28.9 3,501 12,116

5 西会津町 49.8 2,650 5,325  5 本宮市 29.5 8,850 29,983





平均寿命・平均余命・健康寿命について
・平均寿命とは・・・その年に亡くなった人の平均年齢ではありません

例えば、2020年の平均寿命が81.4歳であったとします。2020年に亡くなっ
た人の年齢の平均が 81.4歳を指すのではありません。

平均寿命とは、0歳時における平均余命のことを指します。

（0歳児が何歳まで生きられるかを統計的に予想した数字のことです。)

            １９８０年 男性 69.31歳 女性 73.35歳

            １９９０年 男性 75.92歳   女性 81.9歳

            2020年  男性 81.64歳 女性 87.74歳

            2023年 男性 81.05歳 女性 87.09歳



平均寿命・平均余命・健康寿命について

・平均余命とは・・・ある年齢の人が、その後何年生きられるか?いとう

予測値のことです。

・健康寿命とは・・・何歳まで「健康」で生きられるかを示す年齢です

男性 72.68歳 女性 75.38歳

平均寿命から健康寿命を引くと

男性 8.4年 女性 11.7年 健康を害した状態で生活していくこと

を意味します。



それぞれの年齢における平均余命(令和3年度版)
【厚生労働省「令和3年簡易生命表データより数値を引用】

年齢 男性 女性

65歳 19.85 24.73

70歳 15.96 20.31

75歳 12.42 16.08

80歳 9.22 12.12

85歳 6.48 8.60

90歳 4.32 5.85

95歳 2.90 3.66

*平均寿命 81.47 87.57



年齢別要介護・支援認定率
社保審・介護保険部会 2019年12月27日 介護保険制度の見直しに関する意見書 参考資料をもとに作成
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年齢階級別の認知症有病率
平成31年3月 内閣官房健康・医療戦略室 第2回認知症施策推進のための有識者会議資料より引用
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福島県内における養護老人ホームについて
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養護老人ホーム
藤井ハイムやみぞ

事業実績報告



令和4年度事業報告
・養護老人ホーム入居状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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入所者に対する入院割合
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男女別年齢構成状況(令和5年3月31日時点)

年齢/
性別

64
歳未
満

65
歳～
69
歳

70
歳
～
74
歳

75
歳
～
79
歳

80
歳～
84
歳

85
歳
～
89
歳

90
歳
～
94
歳

95
歳以
上

合計 最年少 最高齢 平均年齢

男 0 4 8 6 2 2 0 0 22 65 88 75

女 1 0 5 5 7 5 7 1 31 64 97 82.7

合計 1 4 13 11 9 7 7 1 53 79.5



要介護認定割合(令和5年3月31日時点)

区分
要
支
援
1

要
支
援
2

要介護1 要介護2 要介護
3

要介護
4

要介護
5

合計 平均介護度

性別

男 0 0 6 5 2 2 0 15 2

女 0 0 8 4 3 4 1 20 2.2

合計 0 0 14 9 5 6 1 35 2.1



市町村別入居者情報(令和5年3月31日時点)

塙
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矢
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浅
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合
計

男性 6 1 4 2 3 1 1 2 1 0 1 22

女性 10 2 3 1 8 0 0 1 3 3 0 31

合計 16 3 7 3 11 1 1 3 4 3 1 53



令和4年度市町村別措置委託状況
塙
町

矢
祭
町

棚
倉
町

鮫
川
村

石
川
町

鏡
石
町

白
河
市

須
賀
川
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郡
山
市

浅
川
町

古
殿
町

合
計

男性 2 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 5

女性 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

合計 3 0 1 2 0 0 0 1 0 0 0 7



令和4年度退所者状況

特別養護老人
ホーム

療養型病棟 死亡退所 在宅復帰 合計

男性 0 0 1 1 2

女性 2 1 0 0 3

合計 2 1 1 1 5



藤井ハイムやみぞ
訪問介護事業所
事業実績報告



訪問介護サービス利用状況

4
月

5
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

１
月

２
月

３
月

月平均

利用者
数

23 23 23 25 25 24 25 26 23 23 23 24 24.2

延人数 406 419 420 414 385 241 430 422 439 402 353 398 394.1



訪問介護サービス利用者における男女別年齢構成状況(令和5年3月31日時点)

年齢/
性別

64歳未
満

65歳
～

69歳

70歳
～

74歳

75歳
～

79歳

80歳
～

84歳

85歳
～

89歳

90歳
～

94歳

95歳
以上

合計

男 0 1 4 3 2 1 0 0 11

女 1 0 2 3 2 3 1 1 13

合計 1 1 6 6 4 4 1 1 24

利用率 100％ 25％ 46.1％ 54.5％ 44.4％ 57.1％ 14.3% 100％ 45.3%



やみぞにおける年齢別要介護・支援認定率
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介護保険等サービス利用状況
サービス区分 訪問系サービス 通所系サービス 介護保険外サービス

サービス支援内容

訪問介護サービス
(身体介護・生活援助)
訪問リハビリサービス
(理学療法士によるリ

ハビリ訓練)

一般型デイサービス
通所リハビリサービス
認知症対応型サービス
小規模型通所サービス
ショートステイサービス

障がい者自立支援法に
よる就労支援サービス
精神科デイケアサービ

ス等

サービス利用人数 30名 25名 3名

サービス区分 福祉用具貸与

サービス支援内容
特殊寝台(特殊寝台付属品) ・ 車椅子(【自操型・介助型】(車椅子付属品)

床ずれ防止用具 ・ 手すり ・ 歩行器 ・ 徘徊感知器

サービス利用人数 25人



令和４年度
事業実績報告



令和4年度実績報告 訪問介護

〇サービスを受けている入居者に対し、訪問管理者によりモニタリング報告や、担当
ケアマネジャーに対し、サービス変更時や見直し等の相談をすることを定期的に行っ
ていたこと、毎月訪問管理者とケアマネジャーがサービス利用者の居室に同行訪問し
てサービス内容の評価等を行っていたことについても今後も継続して対応していく。

◎訪問介護の取り組みとして

訪問介護事業については、引き続き介護保険における人員・運営のルールに対する
チェック体制を継続して行い、法令に基づいた運営が継続していけるよう対処してい
く。



令和4年度実績報告
〇 令和4年度の入居状況について、入所定員６０名に対し、月平均入居者数５３．１人
（前年度比－２．６人）稼働率は８８．５％（－３．８％）でありました。

〇入院患者数については一日あたり５．１人／日（前年度比－２人）でした。年度の前半
については、コロナ感染拡大による入所判定会の開催が実施できなかったために、新
規の入所者の受入れができない状況でした。更に、介護状態の悪化による特別養護老
人ホームへの入所、長期の療養等による、療養型病棟への転院による退所、死亡によ
る退所の事由により入所状況に落ち込みがみられましたが、年度後半においては、新
規入所者の受入れ等により、入所状況は改善傾向であります。今後の課題としては、
要介護状態の悪化と、入院療養等のリスクをできるだけ最小限にしていけるための、
早期発見・早期対応等に繋げていけるための支援体制が課題であります。



令和4年度実績報告

○今後の重点課題として、関係医療機関や地域包括支援センター、地区民生委員等
との連絡・相談体制を密にしていくこと、支援調整時において、シームレスな対応に
より、円滑に支援が行えることで、関係機関からの信頼される事業運営を目指して
いく。

〇この課題解決については、措置委託をされる市町村に対し、「セーフティネット」機
能であることや、養護機能について「具体的にどのようなケースを対応・対処してい
くのか等」について、真摯に対応していくことや、「入り口支援」の時点から養護側と
して、困難ケース等の会議出席を引き続き行っていきます。



令和4年度実績報告

〇令和４年度における措置市町村からの措置委託について7名（前年度比＋
5名）でした。東白川郡における入所判定委員会においては、以前は複数名の
入所申込がないと判定会を開催していない状況でしたが、１人でも入所の依
頼があった際は速やかに開催するとの入所規定を改定して頂いたこで、委託
者数の増加に繋がったと思われる。

しかしながら、措置控えをしている市町村もあることから、今後の課題は東
白川郡だけではなく、西白河郡や人口規模の大きい、須賀川市や郡山市等に
対しても、入所受け入れに繋がるよう引き続き対応していく必要がある。



令和4年度実績報告
〇福島県内において、養護老人ホーム設置施設は１２施設のみであります。市町村に
よっては措置財源が一般財源化されたこと、地方交付税が措置費の財源となってお
りますが、決められた予算内の処理しかしない「措置控え」をされる市町村や、養護老
人ホームの機能を全く理解していない市町村も多く存在しています。

今後安定した運営を維持していくためには、既得権益にとらわれず時代に応じた
ニーズに適宜対応していく「順応性」が今後の当施設の課題であります。

事業の永続性と安定運営のため、やみぞが取り組んでいくこととして、地域で抱えて
いる虐待ケースや生活困窮者、精神科長期入院患者の退院支援等困難なケースに対
し、積極的にアウトリーチしていくこと、関係市町村に対し、養護の機能を理解しても
らう働きかけを継続して対応していくこと、養護老人ホームは「福祉」の砦であること、
セーフティネットとしての位置づけであることを認知してもらうことも、やみぞとして
の継続課題であります。



令和５年度
藤井ハイムやみぞ

重点課題・重点目標



令和5年度事業計画

「令和5年度重点課題」

昨年度に引き続き人材確保が当事業所の喫緊の課題である。今後事業者地域か
ら信頼され、必要な福祉資源と認知されるためにも、質の高いサービスの提供、
安定した事業が継続されるための財務の安定も非常に重要となることから、以
下の３つの内容について、重点課題として継続して取り組んでいく。



令和5年度事業計画 重点課題

①「質の高いサービス」

提供するサービスの質を確保・向上していくための体制を下記のとおり継続していく

○養護老人ホームの機能、施設職員が果たすべき役割等を理解してもらうため認知症に対する
知識、介護技術や接遇マナー等の研修参加、内部研修の機会を設けることにより、職員個々の
質の向上に努める

○利用者満足度の把握、施設サービス内容に関する定期的な業務点検、改善等を実施していく

○専門職として必要な介護福祉士、介護支援専門員等の資格取得に関する支援、職員教育、施
設内外研修による人材育成、資質の向上



令和5年度事業計画 重点課題
②「雇用の安定・人材育成」

積極的に幅広く雇用に向けたアクションを行い、人材の確保に努めていく。特に若年
層の採用に力を入れ、長期的な雇用が継続していけるよう、世代・職種・役職に応じた
研修等の参加機会を確保し、個々の職務に対するモチベーションの向上を図る。

○キャリアパス要件に応じた研修参加機会を設ける

○地域の高校、福祉専門学校、福祉系大学等の求人依頼、ハローワーク、有料人材紹介
機関、地域のローカル紙を機能的に活用し雇用を図る

○各部門の組織目標の明確化、共有化を図る



令和5年度事業計画 重点課題
③「財政の安定」

長期的に安定した施設運営を行う財政の基盤の確立を目指すために、コストを考慮し
てヒト、モノ、カネといった経営資源を最大限効果的に活用したサービス提供を継続し
ていく。

○施設の実態に合わせた効率的な雇用形態及び配置管理

○経費管理の徹底及び健全な財務体制の強化



令和5年度事業計画 重点目標

「コロナウイルス感染予防対策」

基礎疾患を抱えている高齢者における感染による重篤リスクが高いこと、
養護老人ホームにおいて、クラスター感染を引き起こすことは、絶対に避け
なければなりません。そのため、コロナウイルス感染予防に対する国・県・市
町村等の通知に基づく、感染予防に対する取り組み、感染が疑われた場合
の対応、連絡体制、感染が確認された場合の対応法等について、藤井病院
ややみぞ感染対策委員会の共同により、具体的対応法や防止策等を協議し
ていきます。



令和5年度事業計画 重点目標
「サービス提供体制の強化」

利用者や家族、関係機関からの要望、助言等を基に既存サービスの見直しを行い、
サービスの質の確保や地域に根ざした特色あるサービスの提供に努めていく。

「外部研修・内部研修の開催について」

それぞれの職位に応じた外部研修への参加、事業所内で行う個別のケース会議や
サービス担当者会議、介護サービス向上に向けた研修等の開催により、事業所全体の
レベルアップを目指す。



令和5年度事業計画 重点目標
「ネットワーク機能」

地域の市町村措置担当者や包括支援センター、精神科病院、その他医療機関等のネッ
トワーク機能を大切にして、措置入所受け入れを積極的に行っていくことで「セーフ
ティネット」である施設機能を最大限に生かし、必要な福祉資源として地域市町村や
地域包括支援センター等より認知して頂けるよう、誠心誠意対応していく。

「虐待防止に関する事項」

虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その結果に
ついて従業者に周知徹底を図る。また、虐待を防止するための定期的な研修の実施
をしていく。



令和5年度事業計画 重点目標

「自然災害・感染症BCPの計画作成」

自然災害(地震・土砂災害・山林火災)等の発生及び新型コロナウイルス等の感染
症のまん延が発生した際において、災害・感染症に対するＢＣＰ発動基準を定め
ることで、危機的状況から早期に通常体制に戻れるための運営体制を整備する



個別面談にてご案内する内容

◦収支状況の報告

◦やみぞにおける生活のご様子について

◦その他、ご家族からのご質問等の申し受けについて

◦時間約15分



金銭管理について
１、入所時において、身元引受人、措置市町村の立会いの下、金銭委任に関する契約により措置費に関する費用徴

収のための収入申告に関する手続き、費用徴収金の預金引き出し・支払行為、社会保険料(国民健康保険・後期

高齢者医療保険)等の支払い、その他諸税の支払い、介護保険サービス費用、医療の支払い行為、年金の受取り、

現況届の手続き、日用品費等・お小遣いの預金引き出し、預け入れ、支払い行為を行っております。

2、金銭管理業務について

●預り金の出入金については、入所者又は家族からの申出(出入金依頼書)により行っております。

●金銭の授受においては、複数の職員にの立会いにより実施しております。

●金銭の授受の際は、受領書を交付しております。

●預り金の収支状況は、施設長により定期的に点検をしております。

●預かり金の収支状況については、定期的に入所者にお知らせしております。

●遺留金品の手続きについて、措置実施機関の指示により適切に実施していきます。

(遺留金品の受領書の徴収、預り金台帳と受領証の整合性の確認等)



支弁率

円 円 円 ％
1 0 　～ 270,000 0 100
2 270,001 　～ 280,000 1,000 99
3 280,001 　～ 300,000 1,800 99
4 300,001 　～ 320,000 3,400 99
5 320,001 　～ 340,000 4,700 99
6 340,001 　～ 360,000 5,800 99
7 360,001 　～ 380,000 7,500 99
8 380,001 　～ 400,000 9,100 99
9 400,001 　～ 420,000 10,800 99
10 420,001 　～ 440,000 12,500 99
11 440,001 　～ 460,000 14,100 99
12 460,001 　～ 480,000 15,800 99
13 480,001 　～ 500,000 17,500 99
14 500,001 　～ 520,000 19,100 99
15 520,001 　～ 540,000 20,800 99
16 540,001 　～ 560,000 22,500 99
17 560,001 　～ 580,000 24,100 99
18 580,001 　～ 600,000 25,800 99
19 600,001 　～ 640,000 27,500 99
20 640,001 　～ 680,000 30,800 99
21 680,001 　～ 720,000 34,100 99
22 720,001 　～ 760,000 37,500 99
23 760,001 　～ 800,000 39,800 95
24 800,001 　～ 840,000 41,800 91
25 840,001 　～ 880,000 43,800 86
26 880,001 　～ 920,000 45,800 81
27 920,001 　～ 960,000 47,800 76
28 960,001 　～ 1,000,000 49,800 71
29 1,000,001 　～ 1,040,000 51,800 66
30 1,040,001 　～ 1,080,000 54,400 65
31 1,080,001 　～ 1,120,000 57,100 64
32 1,120,001 　～ 1,160,000 59,800 63
33 1,160,001 　～ 1,200,000 62,400 62
34 1,200,001 　～ 1,260,000 65,100 57
35 1,260,001 　～ 1,320,000 69,100 54
36 1,320,001 　～ 1,380,000 73,100 51
37 1,380,001 　～ 1,440,000 77,100 48
38 1,440,001 　～ 1,500,000 81,100 45
39 1,500,001 円以上  150万円超過額× 0

 0.9÷12月＋81,100円
　（100円未満切捨て）

対 象 収 入 に よ る 階 層 区 分 費 用 徴 収 基 準 額

養 護 老 人 ホ ー ム 入 所 者 費 用 徴 収 基 準 月 額 表

前年度の1月～12月分の所得
（年金収入等より介護保険料、
国年年金、後期高齢者保険料、
医療費負担等を控除した額)に
ついて措置市町村に対し収入

申告を行い、翌年の措置費にお
ける負担金として決定される

仕組みです。

例）国民年金 1ケ月6万5千円
年額 78万円

78万円－租税－社会保険料－
医療費＝費用徴収額

支弁率=介護保険サービス利用
者負担額における支弁割合



支弁率が99％の場合
介護保険利用者負担
(1割)について99％

が措置市町村より還付
される制度です。

25,030×0.99＝
24,780円が還付
実質負担 250円



様式第4

5 年 10 月 21 日 申出者氏名

】

施 設 長 生活相談員 担当支援員 出納担当

合　計（次月繰越額） 163,183 58,630 1,557,634

振込・振替

現金

振込・振替

現金

訪問販売 振込・振替
8,000 1,557,634

11月分 現金

すみれ薬局 振込・振替
1,740 1,565,634

薬代9月分 現金

塙厚生病院 振込・振替
2,650 1,567,374

医療費9月分 現金

藤井病院 振込・振替
640 1,570,024

医療費9月分 現金

老人施設入所負担金 振込・振替
43,800 1,570,664

10月分 現金

年金生活者支援給付金 振込・振替
10,280 1,616,125

現金

年金 振込・振替
152,764 1,605,845

現金

預 入 ・ 払 戻 申 出 書 兼 受 領 書
（金融機関別個人出納簿及び年金受領簿を兼ねる）

施設長　真尾　敦　様 下記の通り預入・払戻をして下さい。

令和 小針　正行

前月より繰越額
振込・振替

現金
1,453,081

金融機関　白河信用金庫　塙支店　口座番号【 1111346

単位：円

摘　　　　要 種　類 収入 支出 差引残高 備考

後期高齢者高額療養費支給 振込・振替
139 1,616,264

令和5年6月診療分 現金

後期高齢者医療保険料 振込・振替
1,800 1,614,464

第3期 現金

出納担当者は、全ての入所者の収入状況、
支出内訳、支払い根拠となる領収証を添付
の上、出納管理者である施設長の決裁を受

け、金銭管理を行っております。



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　計 平　均

1,289,227 1,401,867 1,350,157 1,454,531 1,397,591 1,504,991 1,453,081

年 金 149,910 152,764 152,764 152,764 608,202 152,051

年 金 生 活 者
支 援 給 付 金

10,040 10,280 10,280 10,280 40,880 10,220

高 額 療 養 費 139 139 139

そ の 他 6 6 6

税
金

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

2,400 1,800 1,800 6,000 2,000

負担金
施 設 入 所 費
負 担 金

41,800 41,800 41,800 43,800 43,800 43,800 43,800 300,600 42,943

藤 井 病 院 140 140 140 5,120 140 140 640 6,460 923

塙 厚 生 病 院 1,980 2,640 1,990 1,320 2,650 2,650 2,650 15,880 2,269

す み れ 薬 局 1,890 2,130 1,740 1,700 1,660 2,020 1,740 12,880 1,840

お こ づ か い 5,000 5,000 5,000 5,000 20,000 5,000

買 い 物 ツ アー 8,000 8,000 16,000 8,000

散 髪 1,500 1,500 3,000 1,500

支 払 合 計 47,310 51,710 58,670 56,940 55,650 51,910 58,630 0 0 0 0 0 380,820 31,735

収 支 差 額 112,640 -51,710 104,374 -56,940 107,400 -51,910 104,553 0 0 0 0 0

その他

入所時残高　５５０，０００円

医
　
療
　
費

収　支　報　告　書

入所者名：小針 正行 様

令和５年度

通帳残高(月末現在)

収
　
入



ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ





塙町エール商品券について

塙町ホームページより引用

～家計の支援と町内の事業者の応援のために～

新型コロナウイルス感染症拡大による生活様式の変容、さらにエネルギー・食料品価
格などの高騰により生活へ大きな影響が続いていることからその負担軽減と地域経済
の循環を実現するため、町民の皆さまへ、町内で利用できる商品券を配布します。

◦ 対象: 令和5年10月1日現在 塙町の住民基本台帳に登録されていること

◦ 支給 １５，０００円相当の金券

◦ 使用期間 令和5年11月１日から令和6年1月31日まで



ご清聴
ありがとうございました。
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